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　　担当者： 胡谷悠真

事業所内分析

事業所と保護者さまとの共通点

親御様からのご要望に対して親身に対応を行っている
→支援内容や避難場所について、その他相談事についてスタッフがヒアリングを行い教室内で対応をすることができている。

お子様が通いたくなるような支援内容の工夫
→お子様が楽しめるプログラム作成と実施を行うことで、楽しく通うことができている。

事業所と保護者さまとの相違点

お子様の飛び出しに関しての安全管理
→ゲートの設置等を行っているが、別の方の出入りがある際の安全管理についてさらなる工夫が必要である

衛生管理について
→日々の消毒等を行っているが、支援中の衛生環境の改善に関して工夫を行っていく必要がある。

お子様親御様が安心して通所していただける環境作り
→サロンスペースの掲示物等、わかりやすくご案内できるようにしているが。お子様が気になるものを可能な限り減らすよう工夫
が必要である
　また、フィードバックについて個別のお部屋にご案内するようにしているが日によって安心してお話しいただける環境が提供で
きていない場面がある。

お子様の発達状況にあった支援の提供
→特に集団支援において、お子様一人一人の発達段階に沿った支援を意識しておるが、引き続き活動の難易度の調整を行っていく
必要がある。
　また、お子様同士の影響を考えながら支援内容の検討を行っていくことについて引き続き工夫を行っていく必要がある。

▼
分析・検討結果

事業所の強み 事業所の改善点

親御様からのご質問やご要望に対して真摯に対応し改善に努め
ていること
→開設後から様々なご要望をいただいている中で、都度教室内
で対応方法を検討し改善を行っている。

お子様が楽しんで参加できるようなプログラム作成と実施
→お子様が前向きな気持ちで通うことができているとのお話を
いただいてる。

サロン等の環境調整
→安全管理についてさらなる向上を行っていく
　サロンスペースにおいてお子様、親御様が安心して過ごして
いただけるような空間づくりを行っていく
　フィードバック時の環境について調整を行っていく。

お子様に合わせた支援提供に向けて
→お子様の発達状況に合わせた課題の提示に努めていく。また
集団場面においてはお子様自身が活動を選択できるような環境
を作って支援を進めていく。

▼
改善への取り組み

安心して通っていただけるよう下記の点について教室内での対応方法を検討する
・お子様の飛び出し防止のための追加の対策について
・サロンスペースをより安心して過ごしていただける場所にしていくための、掲示物等の検討について
・集団場面におけるお子様にあった支援環境の確保に向けた検討について


